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三
§ 本センターでは、 5月 ・8月・ 11月・ 2月にセン§

§ ターニュースを発行しています。このセンターニュ§

§ ースに掲載する次の内容の記事を募集しています。 § 

1 . 随筆

2. 計算機を利用して行った研究• 開発の紹介

3. プログラムの実例と解説

4. その他、センターニュースに掲載するにふさわしいもの

投稿いただいた方には、ご希望によりニュースを50部お渡しします。としとしこ投

稿ください。

なお、このセンターニュースは学術情報センターがサービスを行っている「学術雑誌

目次速報データベース」に収録されます。

投稿上の注意

記事 (2. 〗t算機を秘弔して行った硫究・闊発の紹介、

3. プログラ△の実傍と解説）に対して／ば、娼顧された

瘍合、本センター封算機秘弔／こ孫る (ftf:Jセンターの莉flJ

は不切経貿として、 1件につき5万P3負恕させていだ

だきます。

（大型討算機センター）

• 原稿は原則としてワープロ（一太郎 ・word・Tex等）の出力結果にしてください。

・ワープロによる場合、書式はA4横書きです。

（教育広報委員会）

----------------------―鬱式設 定例 ----------------------i 
1行の文字数 44字（全角）
上端マージン 25mm 
左端マージン 20mm 

1頁行数
下端マージン
右端のマージン

38行

20mm 
20mm 

函、表はできるだけオリジナルを添付し、挿入位匿を明示してください。
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I 
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I 

• プログラム例を載せられる場合は、端末からの出力紙やラインプリンターに出力したものを付けてください。

・フロッピィー、電子メールで原稿を提出される場合は共同利用掛にお問い合わせください。

•原稿は原則として返却しません。

• 校正は原則として初校のみ著者にお願いします。ワープロ原稿の場合は校正はありません。校正時の訂正、加筆

は原則として認めませんのでご了承ください。

問い合わせ先

kiji@center.osaka-u.ac_jp または、共同利用掛（電話 06-879-8808) 

〔平成11年1月1日から 06-6879-8808になります。〕
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• 今月号の『特集・大ロユーザ」の記事はいかがですか。

レーザー研のほか、利用額の多い方からのご寄稿をお願いしました。

執筆いただきました方には、こ多忙の中、たいへんご無理をお願い

いたしました。ありがとうこさいました。
ご利用の皆さん方、ぜひこ参者にしてください。

•久しぶりに『配事』をいただきました。伊海さん（奈良女子大）の

『SPSSでの成功と失殿の実例」をこ紹介します。

この機会に、ご利用の皆さん方からの成功例や
失敗例も大いにお寄せください。

・スーバーコンピュータ SX-4の利翔報筈をいただき、 5月号

掲載の追加報告として掲載しました。

• 『衝撃鰯祈とその可擁化に関するシンポジウム」が9/18に

行われました。今号では、表紙絵とその説明のみですが、次号で
この内容を掲載する予定です。
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